
下水処理施設の維持管理に関する共同研究者の募集について

共同研究者の募集を次のとおり実施する。

令和 ８年 ２月 ５日

                     公益財団法人 千葉県下水道公社

                      理 事 長 澤 宏 幸

１ 公募課題名

デジタル技術を活用した維持管理の合理化

２ 研究の目的

近年、流域下水道を取り巻く環境は、施設の老朽化による整備対象の増加、そ

れに伴う補修や改築費用の増大、対応する職員の不足等、益々厳しさを増してい

る。資材価格の高騰や労働者不足の現況を鑑みても、今後さらに維持管理コスト

が増加することが懸念され、下水道事業を将来にわたり安定的に持続させるため

には解決しなければならない課題となっている。

県有下水道施設の維持管理を補完している当公社は、この課題解決に向け貢献

する役割を担っており、これまで積み重ねてきた知見を活かしつつ、一層の業務

合理化を推進するため、効率化や省力化が期待されるデジタル技術の現場での応

用に関する研究を実施するものである。

本研究の実施にあたっては、先進的な技術や開発力を有している民間事業者と

の協働により、管理方針との調整を図りながら実証を行うことが効果的であるた

め、企画提案を含め、共同研究者を募ることとした。

３ 企画提案の条件等

（１）基本条件

ア デジタルデータを活用する技術を含めたものであること

イ 低コスト化や省力化等、合理化を目的としたものであること

ウ 運転管理に支障をきたさないものであること

（２）企画提案を求める内容（例）

ア 点検や記録作業の簡略化

イ エネルギーやユーテリティ使用の最適化

ウ 運転、点検や保全履歴等、データの蓄積、可視化

エ 技術継承や人材育成に寄与する技術活用 等



（３）共同研究の実施予定期間

令和８～９年度（必要に応じて変更する場合あり）

（４）実証フィールド

本研究で利用可能な施設は、以下の江戸川左岸流域下水道江戸川第二終末処

理場とする。

（江戸川第二終末処理場）

    ・所在地    ：千葉県市川市福栄４－３２－２

    ・供用開始   ：昭和５６年４月

    ・排除方式   ：分流式

    ・処理能力（現有）：４６４，０００㎥／日

    ・水処理方式  ：（１～８系列）標準活性汚泥法

            （東系列）凝集剤併用型循環式硝化脱窒法＋急速ろ過法

    ・汚泥処理方式 ：濃縮→脱水（→場外搬出）

４ 応募に必要な資格に関する事項

  本件に参加する者に必要な資格は、次のとおりとする。

（１）公益財団法人千葉県下水道公社財務規程第 67 条の規定のほか、次の各号に該当

しない者であること。

ア 手形交換所による取引停止処分を受けてから２年間を経過しない者又は

今回求める企画書の提出日前６か月以内に手形、小切手を不渡りにした

者。

イ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）の適用を申請した者で、同法

に基づく裁判所からの更生手続開始決定がされていない者。

ウ 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の適用を申請した者で、同法

に基づく裁判所からの再生手続開始決定がされていない者。

（２）千葉県の物品等一般競争入札参加者及び指名競争入札参加者の資格等に基づ

き、物品等入札参加業者適格者名簿に登載されている者であること。

（３）この公告の日から今回求める企画書を提出するまでの間に、千葉県の物品等一

般競争入札参加者及び指名競争入札参加者の資格等に基づく入札参加資格の停

止を受けている日が含まれないこと。

（４）この公告の日から今回求める企画書を提出するまでの間に、千葉県物品等指名

競争入札参加者指名停止等基準に基づく指名停止及び千葉県の物品調達等の契

約に係る暴力団等排除措置要領に基づく入札参加除外措置を受けている日が含

まれないこと。

（５）終末処理場において、過去１５年間（平成２２年度から令和６年度まで）に、

地方公共団体又は地方公共団体が出資若しくは出捐をしている団体から受託し

た運転管理業務の履行実績を有すること。



５ 共同研究候補者の選定に関する事項

（１）企画書の提出

別に示す「共同研究者の募集に係る企画書作成要領等」を参照のこと。

（２）提案内容に関するヒアリング

応募者に対して、提案内容に関するヒアリングを実施する。

ヒアリングの日時等については後日連絡する。

１０分程度の内容説明、質疑応答を予定するので必要資料を用意すること。

（３）共同研究候補者の選定方法

    応募者の提出した企画書及びヒアリングに基づき、審査委員会にて以下の観

点で評価し、共同研究候補者を選定する。

    なお、審査委員の評価が一定の基準に満たない場合、共同研究候補者となる

ことはできない。

項目 評価の観点

課題との適合性 今回公募の主旨を理解した上で提案されているか

技術の有効性 技術原理が示され、導入後の効果が期待できるか

実装・運用の実現性 運転管理への影響、拡張性、費用面から将来的な実

用化が見込めるか

実施体制 研究方法、スケジュール、組織体制が適切であるか

（４）選定結果の通知

    共同研究候補者の選定結果は、決定後に応募者に文書にて通知する。

６ 共同研究候補者選定後の予定

（１）事前協議

選定後に示す共同研究に関する協定書（案）に基づき、協定書記載事項、実

施計画（目標、実施方法、分担等）について協議する。また、協議した実施計

画については、改めて共同研究実施計画書として構成し協定書に添付する。

なお協議の際、企画提案内容の一部について変更を求める場合がある。

（２）協定の締結

事前協議の後に、研究の中止、研究により取得した権利や成果の取扱いなど

の基本事項を定め、相互合意のもと協定を締結する。

    この協定締結をもって、共同研究が開始となる。

※企画提案内容によっては、千葉県の審査を受け、県を含めた共同研究とする

場合がある。この際は県を含めた協定締結をもって、共同研究が開始となる。



７ 企画提案の無効に関する事項

次のいずれかに該当するときは、その企画書は無効とする。

（１）参加資格のない者が企画書を提出したとき

（２）所定の期限及び提出先に企画書が提出されなかったとき

（３）本募集に対して同一の者が２以上の企画書を提出したとき

（４）企画内容に関連する不正行為があったとき

（５）ヒアリングへの参加がなかったとき



共同研究者の募集に係る企画書作成要領等

１ 企画書作成要領

以下の項目について記載した企画書をＡ４用紙で作成し、別添様式「共同研究

企画書の提出について」を表紙に添え提出してください。表紙以外の様式は自由

です。また、この際に合わせて参加資格を証明する書類（千葉県入札参加資格決

定通知書の写し、履行実績が把握できる契約書の写し等）を提出してください。

これらの提出をもって当公社の共同研究者募集に対する応募の申請とさせてい

ただきます。

（１）共同研究の課題名

応募する共同研究の名称を記載してください。（主題は当公社が提示した課題

名とし、副題を追加してください。）

（記載例）デジタル技術を活用した維持管理の合理化

－  副題名  －

（２）共同研究の目的

応募者が想定する研究目的について、箇条書き等で記載してください。

（３）共同研究の内容

本研究で活用する技術について、以下の事項を記載してください。

・応募の背景（従来（技術）の課題等）

・技術の内容、原理

・技術で想定する適用条件、導入推奨条件

・従来との比較、導入効果

（４）共同研究の期間

現段階で応募者が想定する期間を記載してください。

（記載例）令和８年４月～令和１０年３月

（５）共同研究の手順

応募者が想定する手順を実施項目ごとに記載してください。

（６）共同研究を行うにあたっての類似研究の実績

他機関との類似研究や応募技術の活用実績等があれば、開発の経緯や進捗状

況、成果等を記載してください。

（７）会社概要

会社の所在、規模等の基礎情報や企業理念等を記載してください。

（８）組織体制

共同研究を所掌する部署、担当者、連絡先や役割分担について記載してくだ

さい。

（９）共同研究に要する費用

共同研究に要する費用総額を概算で記載してください。また応募者が想定す



る当公社との業務や費用の分担について記載してください。

なお、「本共同研究は利潤のみを目的としたものではない」という基本的な考

えのもとに経済的で効率的な研究を企画し、公社への分担をご提示ください。

（10）共同研究に係る既取得特許等

応募技術に関連したもので既に取得している（または取得しようとしてい

る）特許等があれば記載してください。

また、他機関との共同研究等の実績がある場合、当該共同研究成果の取り扱

い等で事前に伝達すべき事項があれば記載してください。

（11）その他

上記に示した項目だけでは企画書の内容が十分に伝わらないと思われる場合

には、応募者の判断で必要に応じ資料を添付してください。

（12）本共同研究に対する意見、希望

当公社との共同研究を希望する理由を記載してください。その他、特記すべ

き事項があれば自由に記載してください。

２ 応募期限および資料提出先

（１）応募期限

以下の期日で共同研究者を募集します。

受付開始 ： 令和８年２月２４日

応募期限 ： 令和８年２月２７日 １５：００まで

（２）資料（企画書）提出先

以下の送付先に電子データ（PDF）で提出してください。

公益財団法人千葉県下水道公社

施設管理部管理課 E-mail：kanri@chiba-gesui.or.jp

３ その他

提出された資料等については、共同研究候補者の選定のみに用い、その他の用

途には用いません。また、その取扱いについては、応募者の知的財産の保護に十

分な配慮を行います。応募者において、特に申し出るべき事項がある場合には、

資料提出の際に申し出てください。

４ 問い合わせ先

本要領、その他共同研究者募集全般についてのお問い合わせは、以下の連絡先

にメールで連絡願います。

   公益財団法人千葉県下水道公社

総務部総務課 E-mail：kousya@chiba-gesui.or.jp



別添

令和  年  月  日

公益財団法人千葉県下水道公社

理 事 長  澤 宏 幸 様

提出者名

代表者名

住  所

共同研究企画書の提出について

このことについて、公益財団法人千葉県下水道公社流域下水道に関する共同

調査研究事業実施要領第５条の規定により、別紙のとおり提出します。



（参考）

共 同 研 究 企 画 書

１  共同研究課題名

２  共同研究の目的

３  共同研究の内容

４  共同研究の期間

５  共同研究の手順

６  共同研究を行うにあたっての類似研究の実績

７  会社概要

８  共同研究に対する組織体制

９  共同研究に要する費用

１０  共同研究に係る既取得特許等

１１  その他、必要と思われる資料

１２  本共同研究に対する意見、希望


